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(57)【要約】
【課題】染料イエローインク、染料マゼンタインク、染
料シアンインク及び染料ブラックインクからなるインク
ジェット記録用インクセットにおいて、染料ブラックイ
ンク、染料イエローインク、染料マゼンタインク及び染
料シアンインクの併用による無彩色領域が、長期の光へ
の暴露によっても色味がつかないようにする。
【解決手段】染料イエローインク、染料マゼンタインク
、染料シアンインク及び染料ブラックインクを有するイ
ンクジェット記録用インクセットであって、各インクの
パッチに所定の耐光性試験をした場合に、各パッチの耐
光性試験前後のＯＤ値減少率について、染料ブラックイ
ンクパッチにおけるイエロー成分、マゼンタ成分及びシ
アン成分のＯＤ値減少率の大きさの順序が、染料イエロ
ーインクにおけるイエロー成分、染料マゼンタインクに
おけるマゼンタ成分及び染料シアンインクにおけるシア
ン成分のＯＤ値減少率の大きさの順序と逆順である。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　染料イエローインク、染料マゼンタインク、染料シアンインク及び染料ブラックインク
を有するインクジェット記録用インクセットであって、各インクによるパッチを形成し、
各パッチに所定の耐光性試験をした場合の、各パッチの耐光性試験前後のＯＤ値減少率に
ついて、染料ブラックインクパッチにおけるイエロー成分、マゼンタ成分及びシアン成分
のＯＤ値減少率の大きさの順序が、染料イエローインクパッチにおけるイエロー成分、染
料マゼンタインクパッチにおけるマゼンタ成分及び染料シアンインクパッチにおけるシア
ン成分のＯＤ値減少率の大きさの順序と逆順になっていることを特徴とするインクジェッ
ト記録用インクセット。
【請求項２】
　染料ブラックインクパッチにおけるイエロー成分のＯＤ値減少率（％）をＢy、
染料ブラックインクパッチにおけるマゼンタ成分のＯＤ値減少率（％）をＢm、
染料ブラックインクパッチにおけるシアン成分のＯＤ値減少率（％）をＢc、
染料イエローインクパッチにおけるイエロー成分のＯＤ値減少率（％）をＣy、
染料マゼンタインクパッチにおけるマゼンタ成分のＯＤ値減少率（％）をＣm、
染料シアンインクパッチにおけるシアン成分のＯＤ値減少率（％）をＣc、
とした場合に、（Ｂy＋Ｃy）／２、（Ｂm＋Ｃm）／２及び（Ｂc＋Ｃc）／２の最大値と最
小値との差が１０％以下である請求項１に記載のインクジェット記録用インクセット。
【請求項３】
　染料イエローインク、染料マゼンタインク、染料シアンインク及び染料ブラックインク
によるパッチをそれぞれ作成し、各パッチに対する所定の耐光性試験前後におけるＯＤ値
減少率について、染料ブラックインクパッチにおけるイエロー成分、マゼンタ成分及びシ
アン成分のＯＤ値減少率の大きさの順序が、染料イエローインクパッチにおけるイエロー
成分、染料マゼンタインクパッチにおけるマゼンタ成分及び染料シアンインクパッチにお
けるシアン成分のＯＤ値減少率の大きさの順序と逆順となる染料イエローインク、染料マ
ゼンタインク、染料シアンインク及び染料ブラックインクにより構成されるインクジェッ
ト記録用インクセットを用いて、染料イエローインク、染料マゼンタインク、染料シアン
インク及び染料ブラックインクを併用したテトラコンポジットブラック画像を作成するこ
とを特徴とするテトラコンポジットブラック画像の作成方法。
【請求項４】
　染料ブラックインクパッチにおけるイエロー成分のＯＤ値減少率（％）をＢy、
染料ブラックインクパッチにおけるマゼンタ成分のＯＤ値減少率（％）をＢm、
染料ブラックインクパッチにおけるシアン成分のＯＤ値減少率（％）をＢc、
染料イエローインクパッチにおけるイエロー成分のＯＤ値減少率（％）をＣy、
染料マゼンタインクパッチにおけるマゼンタ成分のＯＤ値減少率（％）をＣm、
染料シアンインクパッチにおけるシアン成分のＯＤ値減少率（％）をＣc、
とした場合に、（Ｂy＋Ｃy）／２、（Ｂm＋Ｃm）／２及び（Ｂc＋Ｃc）／２の最大値と最
小値との差が１０％以下である請求項３に記載のテトラコンポジットブラック画像の作成
方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクジェット記録方法に使用するインクセット及びテトラコンポジットブ
ラック画像の作成方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェット記録において、無彩色画像は、ブラックインクで形成されるか、イエロ
ーインク、シアンインク及びマゼンタインクの併用により形成される。しかし、各インク
の着色剤として染料を使用する場合、褪色に伴い無彩色画像に色味がつくことが問題とな
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る。そこで、無彩色画像を長期保存した後にも、無彩色に色味がつかず、無彩色として維
持されるように、特定構造を有した水溶性ブラック染料にＣ．Ｉ．ダイレクトレッド８９
を併用してブラックインクを調製することが提案されている（特許文献１）。
【０００３】
　また、画像の無彩色領域をブラックインク単独で形成すると、その無彩色の色が薄い場
合に粒状感が現れることがある。この粒状感の出現をなくすため、ブラックインク、イエ
ローインク、マゼンタインク及びシアンインクを併用して無彩色領域を形成することも行
われている。しかしながら、褪色後に色味が目立つ場合があり、無彩色領域を含む画像が
不自然になることがあった。
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－３６１６４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　そこで、本発明は、染料イエローインク、染料マゼンタインク、染料シアンインク及び
染料ブラックインクからなるインクジェット記録用インクセットにおいて、染料ブラック
インク、染料イエローインク、染料マゼンタインク及び染料シアンインクを併用して無彩
色領域を形成し、その無彩色領域を長期にわたって光に暴露した場合でも、無彩色領域に
色味がつかないようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　染料ブラックインクより形成した染料ブラックインクパッチはイエロー成分、マゼンタ
成分及びシアン成分に分けることができる。本発明者らは、染料ブラックインクより形成
した染料ブラックインクパッチにおけるイエロー成分、マゼンタ成分及びシアン成分の耐
光性の順序と、染料イエローインクにより形成した染料イエローインクパッチのイエロー
成分、染料マゼンタインクにより形成した染料マゼンタインクパッチのマゼンタ成分及び
染料シアンインクにより形成した染料シアンインクパッチのシアン成分の耐光性の順序と
が逆順となるようにインクセットを構成すると、染料ブラックインク、染料イエローイン
ク、染料マゼンタインク及び染料シアンインクを併用して無彩色領域を含む画像を形成し
、それを長期にわたって光に暴露した場合でも、無彩色領域に色味がつくことを防止でき
、画像全体のカラーバランスを良好に保持できることを見出し、本発明を完成させた。
【０００７】
　即ち、本発明は、染料イエローインク、染料マゼンタインク、染料シアンインク及び染
料ブラックインクを有するインクジェット記録用インクセットであって、各インクによる
パッチを形成し、各パッチに所定の耐光性試験をした場合の、各パッチの耐光性試験前後
のＯＤ（光学濃度）値減少率について、染料ブラックインクパッチにおけるイエロー成分
、マゼンタ成分及びシアン成分のＯＤ値減少率の大きさの順序が、染料イエローインクパ
ッチにおけるイエロー成分、染料マゼンタインクパッチにおけるマゼンタ成分及び染料シ
アンインクパッチにおけるシアン成分のＯＤ値減少率の大きさの順序と逆順になっている
ことを特徴とするインクジェット記録用インクセットを提供する。
【０００８】
　また、本発明は、染料イエローインク、染料マゼンタインク、染料シアンインク及び染
料ブラックインクによるパッチをそれぞれ作成し、各パッチに対する所定の耐光性試験前
後におけるＯＤ値減少率について、染料ブラックインクパッチにおけるイエロー成分、マ
ゼンタ成分及びシアン成分のＯＤ値減少率の大きさの順序が、染料イエローインクパッチ
におけるイエロー成分、染料マゼンタインクパッチにおけるマゼンタ成分及び染料シアン
インクパッチにおけるシアン成分のＯＤ値減少率の大きさの順序と逆順となる染料イエロ
ーインク、染料マゼンタインク、染料シアンインク及び染料ブラックインクにより構成さ
れるインクジェット記録用インクセットを用いて、染料イエローインク、染料マゼンタイ
ンク、染料シアンインク及び染料ブラックインクを併用したテトラコンポジットブラック
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画像を作成することを特徴とするテトラコンポジットブラック画像の作成方法を提供する
。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明のインクセットによれば、染料ブラックインク、染料イエローインク、染料マゼ
ンタインク及び染料シアンインクの併用による無彩色領域を含む画像を形成した場合に、
染料ブラックインクパッチにおけるイエロー成分、マゼンタ成分及びシアン成分のＯＤ値
減少率の大きさの順序と、染料イエローインクから形成される染料イエローインクパッチ
におけるイエロー成分、染料マゼンタインクから形成される染料マゼンタインクパッチに
おけるマゼンタ成分及び染料シアンインクから形成される染料シアンインクパッチにおけ
るシアン成分のＯＤ値減少率の大きさの順序とが逆順になっている。このため、画像が光
に暴露され褪色した場合に、無彩色領域では染料ブラックインクにおけるイエロー成分、
マゼンタ成分及びシアン成分のＯＤ値減少率同士のばらつきと、染料イエローインクのイ
エロー成分、染料マゼンタインクのマゼンタ成分及び染料シアンインクのシアン成分のＯ
Ｄ値減少率同士のばらつきとが相殺するように作用する。その結果、無彩色領域のトータ
ルとしてのイエロー成分、マゼンタ成分及びシアン成分のＯＤ値減少率同士のばらつきが
、ブラックインク単独で無彩色領域を形成した場合や、イエロー染料、マゼンタ染料及び
シアン染料の併用により無彩色領域を形成した場合に比較して抑制されたものとなる。し
たがって、この無彩色領域に不自然に色味がつくことを防止でき、画像全体のカラーバラ
ンスが良好となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、図面を参照しつつ本発明を詳細に説明する。
【００１１】
　本発明のインクジェット記録用インクセットは、染料イエローインク、染料マゼンタイ
ンク及び染料シアンインク及び染料ブラックインクを備える染料系インクセットである。
【００１２】
　また、本発明において、イエローとは、光沢紙上でのＬ*ａ*ｂ*表色系（ＣＩＥ１９７
６：ＪＩＳ　Ｚ８７２９）における明度（Ｌ*）が７０以上１００以下、彩度（Ｃ*）が５
５以上９０以下、色相角（ｈ）が７０°以上１４０°以下の範囲の色をいう。イエローイ
ンクとは単独でイエロー色を表現できるインクをいう。マゼンタとは、明度（Ｌ*）が４
０以上７０以下、彩度（Ｃ*）が６０以上１００以下、色相角（ｈ）が３２０°以上３６
０°以下又は０°以上１０°以下の範囲の色をいう。マゼンタインクとは単独でマゼンタ
色を表現できるインクをいう。シアンとは、明度（Ｌ*）が５０以上８５以下、彩度（Ｃ*

）が４０以上８０以下、色相角（ｈ）が２１５°以上２５５°以下の範囲の色をいう。シ
アンインクとは単独でシアン色を表現できるインクをいう。
【００１３】
　また、ブラックとは、彩度（Ｃ*）が１５以下の無彩色領域の色をいう。ブラックイン
クとは単独でブラック色を表現できるインクをいう。
【００１４】
　テトラコンポジットブラックとは、ブラックインク、イエローインク、マゼンタインク
及びシアンインクの混色又は重ね打ちによって形成されるブラック色である。混色又は重
ね打ち時のインクドットの構成割合はプリンタによって異なるが、ブラックインク（ｂ）
、イエローインク（ｙ）、マゼンタインク（ｍ）及びシアンインク（ｃ）が容積比で
ｂ：ｙ：ｍ：ｃ＝０．２～０．８：０．２～０．８：０．２～０．８：０．２～０．８
となるように設定する。
【００１５】
　本発明のインクセットは、各インクによるパッチを形成し、各パッチに所定の耐光性試
験をした場合に、各パッチの耐光性試験前後のＯＤ値減少率について、染料ブラックイン
クパッチにおけるイエロー成分、マゼンタ成分及びシアン成分のＯＤ値減少率の大きさの



(5) JP 2008-231165 A 2008.10.2

10

20

30

40

50

順序が、染料イエローインクパッチにおけるイエロー成分、染料マゼンタインクパッチに
おけるマゼンタ成分及び染料シアンインクパッチにおけるシアン成分のＯＤ値減少率の大
きさの順序と逆順になっていることを特徴としている。
【００１６】
　印字の際にインクにじみが少なく、鮮やかな発色が得られるから、光沢紙上に各インク
によるパッチを形成することが好ましい。ここで、光沢紙とは、ベースペーパー（原紙ペ
ーパー）に表面平滑性を与えるコート層を設けた紙のことをいう。具体的には、ブラザー
工業（株）製写真光沢紙ＢＰ６１ＧＬＡ；王子製紙（株）製カラーインクジェット用紙プ
レミアムフォト光沢紙；コクヨ（株）製インクジェットプリンタ用紙高精細フォト出力用
超光沢紙；コニカミノルタホールディングス(株)製ＰｈｏｔｏｌｉｋｅＱＰ<写真画質>シ
リーズ；富士写真フィルム(株)製画彩（登録商標）シリーズの写真仕上げＰｒｏ、写真仕
上げＡｄｖａｎｃｅ及びフジフイルム高級光沢紙；等が挙げられる。
【００１７】
　また、各インクによるパッチとしては、光沢紙に印刷した各インクのグラデーションサ
ンプルのうち、ＯＤ値１．０の領域を使用することが好ましい。
【００１８】
　耐光性試験としては、各パッチに共通の試験を行う限り、その条件に特に制限はなく、
例えば、光源にキセノンランプを用いて、槽内温度２５℃、槽内湿度５０％ＲＨ、照度９
３ｋｌｕｘで１００時間程度行う。
【００１９】
　耐光性試験前後のＯＤ値減少率は、耐光性試験前後の各パッチにおけるＯＤ値をそれぞ
れ測定し、次式により算出する。
【００２０】
【数１】

【００２１】
　図１～図４は、こうして測定されるインクパッチにおけるイエロー成分、マゼンタ成分
及びシアン成分のＯＤ値の耐光性試験前後の変化を模式的に説明したものである。なお、
図中、Ｂインク、Ｙインク、Ｍインク及びＣインクは、それぞれ染料ブラックインク、染
料イエローインク、染料マゼンタインク及び染料シアンインクを表す。Ｂパッチ、Ｙパッ
チ、Ｍパッチ及びＣパッチは、それぞれ染料ブラックインクパッチ、染料イエローインク
パッチ、染料マゼンタインクパッチ及び染料シアンインクパッチを表す。Ｙ成分、Ｍ成分
及びＣ成分は、それぞれイエロー成分、マゼンタ成分及びシアン成分を表す。
【００２２】
　図１に示すように、染料ブラックインクパッチは、耐光性試験前にイエロー成分、マゼ
ンタ成分及びシアン成分のＯＤ値が揃っていても、耐光性試験後には、各成分のＯＤ値減
少率が著しく異なるために各成分のＯＤ値にばらつきが生じ、色味を感じさせる場合があ
る。
【００２３】
　一方、染料イエローインクパッチ、染料マゼンタインクパッチ及び染料シアンインクパ
ッチも、図２に示すように、耐光性試験後前にはそれぞれのＯＤ値が揃っていても、耐光
性試験後には、各パッチのＯＤ値減少率が異なるのでＯＤ値にばらつきが生じる。そのた
め、染料イエローインク、染料マゼンタインク及び染料シアンインクの併用により形成し
たコンポジットブラックが、耐光性試験後には色味を感じさせる場合がある。
【００２４】
　このような染料ブラックインクによるブラックの色味及びコンポジットブラックによる
色味は、染料ブラックインク又はコンポジットブラックで薄い無彩色領域を形成する場合
には一層目立つものとなる。さらに、薄い無彩色領域の粒状感を解消するために、染料ブ
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ラックインク、染料イエローインク、染料マゼンタインク及び染料シアンインクを併用し
てテトラコンポジットブラックを形成した場合に、図３に示すように、染料ブラックイン
クパッチにおけるＯＤ値減少率の大きい色成分と、染料イエローインクパッチ、染料マゼ
ンタインクパッチ及び染料シアンインクパッチにおけるＯＤ値減少率の大きい色成分が重
なり、染料ブラックインクパッチにおけるＯＤ値減少率の小さい色成分と、染料イエロー
インクパッチ、染料マゼンタインクパッチ及び染料シアンインクパッチにおけるＯＤ値減
少率の小さい色成分が重なる場合には、無彩色領域の色味はより一層目立ちやすくなる。
【００２５】
　これに対し、本発明によれば、図４に示すように、染料ブラックインクパッチのイエロ
ー成分、マゼンタ成分及びシアン成分の耐光性試験前後のＯＤ値減少率の大きさにおける
順序が、染料イエローインクパッチにおけるイエロー成分、染料マゼンタインクパッチに
おけるマゼンタ成分及び染料シアンインクパッチにおけるシアン成分の耐光性試験前後の
ＯＤ値減少率の大きさの順序と逆順になっている。したがって、染料ブラックインク、染
料イエローインク、染料マゼンタインク及び染料シアンインクを併用してテトラコンポジ
ットブラックを形成した領域では、耐光性試験後の各色成分間のＯＤ値のばらつきが、染
料ブラックインク単独で無彩色領域を形成した場合や、染料イエローインク、染料マゼン
タインク及び染料シアンインクによるコンポジットブラックで無彩色領域を形成した場合
に比較して低減する。よって、本発明のインクセットによれば、形成された画像が光に暴
露されることによって褪色しても、その画像中の無彩色領域に不自然に色味がつくここと
を防止することができる。
【００２６】
　本発明のインクセットは、任意の染料イエローインク、染料マゼンタインク、染料シア
ンインク及び染料ブラックインクからそれぞれのパッチを形成し、染料イエローインクパ
ッチにおけるイエロー成分、染料マゼンタインクパッチにおけるマゼンタ成分、染料シア
ンインクパッチにおけるシアン成分のＯＤ値、並びに染料ブラックインクパッチにおける
イエロー成分、マゼンタ成分及びシアン成分のＯＤ値を耐光性試験前後で測定し、それぞ
れのＯＤ値減少率を算出し、上述の逆順の関係が満たされるように染料イエローインク、
染料マゼンタインク、染料シアンインク及び染料ブラックインクを適宜選択することによ
り得ることができる。
【００２７】
　インク選択に際しては、
染料ブラックインクパッチにおけるイエロー成分のＯＤ値減少率をＢy、
染料ブラックインクパッチにおけるマゼンタ成分のＯＤ値減少率をＢm、
染料ブラックインクパッチにおけるシアン成分のＯＤ値減少率をＢc、
染料イエローインクパッチにおけるイエロー成分のＯＤ値減少率をＣy、
染料マゼンタインクパッチにおけるマゼンタ成分のＯＤ値減少率をＣm、
染料シアンインクパッチにおけるシアン成分のＯＤ値減少率をＣc、
とした場合に、（Ｂy＋Ｃy）／２、（Ｂm＋Ｃm）／２及び（Ｂc＋Ｃc）／２の最大値と最
小値との差が１０％以下となるようにすることが好ましい。
【００２８】
　これにより、染料ブラックインク、染料イエローインク、染料マゼンタインク及び染料
シアンインクを併用して形成した無彩色領域が褪色により色味を帯びることをより確実に
防止することができる。
【００２９】
　本発明のインクジェット記録用インクセットを構成する染料イエローインク、染料マゼ
ンタインク、染料シアンインク及び染料ブラックインクは、公知の染料、水、水溶性有機
溶剤及び必要に応じて使用する添加剤から調製することができる。
【００３０】
　染料ブラックインクに使用する染料としては、例えば、以下の一般式（Ｂｋ－０）、Ｃ
．Ｉ．アシッドブラック２、７、２４、２６、３１、５２、６３、１１２及び１１８等；
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Ｃ．Ｉ．ダイレクトブラック１７、１９、３２、５１、７１、１０８、１４６、１５４及
び１６８等；Ｃ．Ｉ．ベーシックブラック２；Ｃ．Ｉ．フードブラック１及び２；等を好
ましく使用できる。
【００３１】
【化１】

【００３２】
　一般式（Ｂｋ－０）中、Ａ1及びＡ4はそれぞれ独立に置換されていても良いフェニル基
、ナフチル基を表し、Ａ2及びＡ3はそれぞれ独立に置換されていても良いナフチル基を表
す。またＡ1、Ａ2、Ａ3及びＡ4の各々の成分にはそれぞれ少なくとも１つ以上のスルホ基
を含み、Ｘ、Ｙの一方はヒドロキシル基を、他方はアミノ基を表す。Ｍは水素原子、アル
カリ金属、有機アミンのカチオン又はアンモニウムイオンを表す。
【００３３】
　また、染料イエローインク、染料マゼンタインク及び染料シアンインクに使用する染料
としては、Ｃ．Ｉ．ダイレクトイエロー１２、２４、２６、２７、２８、３３、３９、５
８、８６、９８、１００、１３２、１４２及び１６９；Ｃ．Ｉ．アシッドイエロー３、１
１、１７、１９、２３、２５、２９、３８、４２、４９、５９、６１、７１及び７２；Ｃ
．Ｉ．ベーシックイエロー４０；Ｃ．Ｉ．リアクティブイエロー２；等のイエロー染料、
以下一般式（Ｍ－０）、一般式（Ｍ－００）、Ｃ．Ｉ．ダイレクトレッド４、１７、２８
、３７、６３、７５、７９、８０、８１、８３及び２５４；Ｃ．Ｉ．アシッドレッド１、
６、８、１８、３２、３５、３７、４２、５２、８５、８８、１１５、１３３、１３４、
１５４、１８６、２４９、２８９及び４０７；Ｃ．Ｉ．ベーシックレッド９、１２及び１
３；Ｃ．Ｉ．リアクティブレッド４、２３、２４、３１及び５６；等のマゼンタ染料、Ｃ
．Ｉ．ダイレクトブルー１、６、８、１５、２２、２５、７１、７６、８０、８６、８７
、９０、１０６、１０８、１２３、１６３、１６５、１９９及び２２６；Ｃ．Ｉ．アシッ
ドブルー９、２２、２９、４０、５９、６２、９３、１０２、１０４、１１２、１１３、
１１７、１２０、１６７、１７５、１８３、２２９及び２３４；Ｃ．Ｉ．ベーシックブル
ー１、３、５、７、９、２４、２５、２６、２８及び２９；Ｃ．Ｉ．リアクティブブルー
７、１３及び４９；等のシアン染料等が挙げられる。
　
【００３４】
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【化２】

【００３５】
　一般式（Ｍ－０）中、Ｒ１は、水素原子、置換されてもよいアルキル基又は置換されて
もよいアリール基を表す。Ｒ２は、水素原子、ハロゲン原子又はシアノ基を表す。Ｒ３は
、水素原子、置換されてもよいアルキル基、置換されてもよいアリール基又は置換されて
もよいヘテロ環基を表す。Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６及びＲ７は、それぞれ独立的に水素原子、置
換されてもよいアルキル基、置換されてもよいアリール基、置換されてもよいヘテロ環基
、置換されてもよいスルホニル基又は置換されてもよいアシル基を表す。ただし、Ｒ４と
Ｒ５が共に水素原子であることはなく、Ｒ６とＲ７が共に水素原子であることはない。Ａ

１及びＡ２は、いずれもが置換されていてもよい炭素原子であるか、あるいはこれらの一
方が置換されていてもよい炭素原子であり、他方が窒素原子である。
【００３６】
【化３】

【００３７】
　一般式（Ｍ－００）中、Ｒ８、Ｒ９及びＲ１０は、それぞれ独立的に置換されてもよい
アルキル基、置換されてもよいアルコキシ基、ハロゲン原子、水素原子、ヒドロキシル基
、置換されてもよいカルバモイル基、置換されてもよいスルファモイル基、置換されても
よいアミノ基、ニトロ基、スルホン酸エステルの基、置換されてもよいアルキルスルホニ
ル基、置換されてもよいアリールスルホニル基、カルボキシル基又はカルボン酸エステル
の基を表わす。ｍは０、１又は２の数を表わし、Ｒ１１、Ｒ１２及びＲ１３は、それぞれ
独立的に水素原子、置換されてもよいアルキル基、置換されてもよいアルケニル基、置換
されてもよいアリール基、置換されてもよいアラルキル基、置換されてもよい脂環基又は
置換されてもよいヘテロ環基を表わす。
【００３８】
　一方、本発明のインクジェット記録用インクセットを構成するインクに使用する水とし
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ては、脱イオン水を使用することが好ましい。
【００３９】
　また、本発明のインクジェット記録用インクセットを構成するインクに使用する水溶性
有機溶媒は、主としてインクジェットヘッドの先端部におけるインクの乾燥防止効果を有
する湿潤剤と、紙面での乾燥速度を速くする浸透剤とを含有する。
【００４０】
　湿潤剤としては、例えば、メチルアルコール、エチルアルコール、ｎ－プロピルアルコ
ール、イソプロピルアルコール、ｎ－ブチルアルコール、ｓｅｃ－ブチルアルコール、ｔ
ｅｒｔ－ブチルアルコール等の低級アルコール；ジメチルホルムアミド、ジメチルアセト
アミド等のアミド；アセトン、ジアセトンアルコール等のケトン又はケトアルコール；テ
トラヒドロフラン、ジオキサン等のエーテル；ポリエチレングリコール、ポリプロピレン
グリコール等のポリアルキレングリコール；エチレングリコール、プロピレングリコール
、ブチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ジプロピレン
グリコール、トリプロピレングリコール、チオジグリコール、ヘキシレングリコール等の
アルキレングリコール；グリセリン；２－ピロリドン；Ｎ－メチル－２－ピロリドン；１
，３－ジメチル－２－イミダゾリジノン等を挙げることができる。
【００４１】
　湿潤剤の含有量は、インクジェット記録用インクセットを構成するインクごとに、イン
ク全量の０～９５重量％、好ましくは５～８０重量％、より好ましくは５～５０重量％で
ある。
【００４２】
　浸透剤としては、例えば、エチレングリコールメチルエーテル、エチレングリコールエ
チルエーテル、エチレングリコールプロピルエーテル、ジエチレングリコールメチルエー
テル、ジエチレングリコールエチルエーテル、ジエチレングリコールプロピルエーテル、
ジエチレングリコールブチルエーテル、トリエチレングリコールメチルエーテル、トリエ
チレングリコールエチルエーテル、トリエチレングリコールプロピルエーテル、トリエチ
レングリコールブチルエーテル、プロピレングリコールメチルエーテル、プロピレングリ
コールエチルエーテル、プロピレングリコールプロピルエーテル、プロピレングリコール
ブチルエーテル、ジプロピレングリコールメチルエーテル、ジプロピレングリコールエチ
ルエーテル、ジプロピレングリコールプロピルエーテル、ジプロピレングリコールブチル
エーテル、トリプロピレングリコールメチルエーテル、トリプロピレングリコールエチル
エーテル、トリプロピレングリコールプロピルエーテル、トリプロピレングリコールブチ
ルエーテル等のグリコール系エーテルを挙げることができる。
【００４３】
　浸透剤の含有量は、含有量が過剰であると、インクの紙への浸透性が高くなりすぎて滲
みの原因となることがあるので、インクジェット記録用インクセットを構成するインクご
とに、インク全量に対して、０～２０重量％、好ましくは０．１～１５重量％、より好ま
しくは１～１０重量％である。
【００４４】
　本発明のインクジェット記録用インクセットを構成するインクには、更に必要に応じて
、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン及び水溶性樹脂等の粘度調整剤；表面張
力調整剤；防黴剤；ｐＨ調整剤等の従来公知の添加剤を含有していてもよい。
【００４５】
　本発明のインクジェット記録用インクセットを構成するインクは、染料、水、水溶性有
機溶剤及びその他の添加成分を均一に混合し、フィルターで不溶解物を除去することによ
り調製することができる。
【００４６】
　また、本発明のインクジェット記録用インクセットを構成するインクは、従来公知のイ
ンクジェットプリンタのインクカートリッジに充填し、インクジェット記録に使用するこ
とができる。



(10) JP 2008-231165 A 2008.10.2

10

20

30

40

50

【実施例】
【００４７】
　以下、実施例により本発明を具体的に説明する。
実施例１～３、比較例１～４
　（１）インクの調製
　表１に示す成分を均一に混合することにより、染料ブラックインク（Ｂｋ－１及びＢｋ
－２）、染料イエローインク（Ｙ－１及びＹ－２）、染料マゼンタインク（Ｍ－１、Ｍ－
２、Ｍ－３及びＭ－４）、染料シアンインク（Ｃ－１、Ｃ－２、Ｃ－３及びＣ－４）を調
製した。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４８】
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【表１】
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　表注
(*1)
【００４９】
【化４】

(*2)
【００５０】
【化５】

(*3)
【００５１】
【化６】
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(*4)
【００５２】
【化７】

　
【００５３】
（*5）ポリオキシラウリル（１２，１３）エーテル硫酸ナトリウム（３Ｅ．Ｏ）
　
【００５４】
　（２）評価用パッチの作製
　表１の各インクを所望のインクカートリッジに充填し、インクジェットプリンタ搭載デ
ジタル複合機（ブラザー工業（株）製；ＤＣＰ－１１５Ｃ）に装着し、ドライバ設定を「
きれいに印刷」として光沢紙（ブラザー工業（株）製；写真光沢紙ＢＰ６１ＧＬＡ）に各
インクのグラデーションサンプルを印字し、ＯＤ値１．０付近のパッチを評価用パッチと
した。
【００５５】
　なお、染料イエローインク、染料マゼンタインク及び染料シアンインク（以下、カラー
インクという）並びに染料ブラックインクを、各カラーインクとブラックインクの容積比
が０．４～０．６：０．４～０．６となるように併用し、ブラックのグラデーションサン
プルを印字し、そのＯＤ値１．０付近のパッチをテトラコンポジットブラックの評価用パ
ッチとした。
【００５６】
　（３）耐光性評価
（３－１）耐光性試験
　上述の（２）の評価用パッチに対し、次のように耐光性試験を行った。
【００５７】
　スガ試験機（株）製強エネルギーキセノンウェザーメーターＳＣ７５０－ＷＮで光源に
キセノンランプ光を用いて、槽内温度２５℃、槽内湿度５０％ＲＨの条件下、各評価用パ
ッチに照度９３ｋｌｕｘの光を１００時間照射した。
（３－２）ＯＤ値減少率
　耐光性試験前後におけるＯＤ値はGretag Macbeth社製Spectrolino（光源：Ｄ６５；視
野：2°；Status A）により測定した。
【００５８】
　得られたＯＤ値からＯＤ値減少率を以下の式により算出した。
【００５９】
【数２】

【００６０】
　染料ブラックインクパッチのイエロー成分、マゼンタ成分及びシアン成分のＯＤ値減少
率をそれぞれＢy、Ｂm及びＢcとし、染料イエローインクパッチにおけるイエロー成分、
染料マゼンタインクパッチにおけるマゼンタ成分及び染料シアンインクパッチにおけるシ
アン成分のＯＤ値減少率をそれぞれＣy、Ｃm及びＣcとした場合の（Ｂy＋Ｃy）／２、（
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Ｂm＋Ｃm）／２及び（Ｂc＋Ｃc）／２を算出し、その最大値と最小値との差を求めた。
【００６１】
（３－３）カラーバランス評価
　耐光性試験前後のテトラコンポジットブラックの評価用パッチを目視観察し、耐光性試
験後にイエロー、マゼンタ、シアンの各色がバランス良く褪色しており、色味が目立たな
いものをＧ（Ｇｏｏｄ）とし、カラーバランスが崩れて、色味が強くなっていると感じら
れるものをＮＧ（Ｎｏｔ　Ｇｏｏｄ）とした。
【００６２】
　以上の結果を表２に示す。
【００６３】
　表２から、実施例１、２及び３は、染料ブラックインクパッチにおけるイエロー成分、
マゼンタ成分及びシアン成分のＯＤ値減少率の大きさの順序が、染料イエローインクパッ
チにおけるイエロー成分、染料マゼンタインクパッチにおけるマゼンタ成分及び染料シア
ンインクパッチにおけるシアン成分のＯＤ値減少率の大きさの順序と逆順であり、耐光性
試験後においてもカラーバランスが良好であった。
【００６４】
　これに対し、比較例１では、染料ブラックインクパッチのイエロー成分、マゼンタ成分
及びシアン成分のＯＤ値減少率の大きさの順序がイエロー成分＜マゼンタ成分＜シアン成
分であるが、染料イエローインクパッチにおけるイエロー成分、染料マゼンタインクパッ
チにおけるマゼンタ成分及び染料シアンインクパッチにおけるシアン成分の順序がマゼン
タ成分＜イエロー成分＜シアン成分であり、順序が逆順になっておらず、耐光性試験後の
カラーバランスが悪かった。
【００６５】
　比較例２では、染料ブラックインクパッチのイエロー成分、マゼンタ成分及びシアン成
分のＯＤ値減少率の大きさの順序がイエロー成分＜マゼンタ成分＜シアン成分であるのに
対し、染料イエローインクパッチにおけるイエロー成分、染料マゼンタインクパッチにお
けるマゼンタ成分及び染料シアンインクパッチにおけるシアン成分のＯＤ値減少率の順序
もイエロー染料＜マゼンタ染料＜シアン染料であり、順序が逆順になっておらず、耐光性
試験後のカラーバランスが悪かった。
【００６６】
　比較例３では、染料ブラックインクパッチのイエロー成分、マゼンタ成分及びシアン成
分のＯＤ値減少率の大きさの順序がイエロー成分＜マゼンタ成分＜シアン成分であるのに
対し、染料イエローインクパッチにおけるイエロー成分、染料マゼンタインクパッチにお
けるマゼンタ成分及び染料シアンインクパッチにおけるシアン成分のＯＤ値減少率の順序
はシアン成分＜イエロー成分＜マゼンタ成分であり、順序が逆順になっておらず、耐光性
試験後のカラーバランスが悪かった。
【００６７】
　比較例４では、染料ブラックインクパッチのイエロー成分、マゼンタ成分及びシアン成
分のＯＤ値減少率の大きさの順序がイエロー成分＜マゼンタ成分＜シアン成分であるのに
対し、染料イエローインクにおけるイエロー成分、染料マゼンタインクにおけるマゼンタ
成分及び染料シアンインクにおけるシアン成分のＯＤ値減少率の順序はマゼンタ成分＜シ
アン成分＜イエロー成分であり、順序が逆順になっておらず、耐光性試験後のカラーバラ
ンスが悪かった。
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【００６８】
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【表２】
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【産業上の利用可能性】
【００６９】
　本発明のインクジェット記録用インクセットは、インクジェット記録に広く使用するこ
とができ、特に、耐光性が必要とされる用途で有用である。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】染料ブラックインクで印字した染料ブラックインクパッチのイエロー成分、マゼ
ンタ成分及びシアン成分の耐光性試験前後のＯＤ値変化の模式的説明図である。
【図２】染料イエローインクで印字した染料イエローインクパッチ、染料マゼンタインク
で印字した染料マゼンタインクパッチ及び染料シアンインクで印字した染料シアンインク
パッチの耐光性試験前後のＯＤ値変化の模式的説明図である。
【図３】従来のインクジェット記録用インクセットの染料ブラックインク、染料イエロー
インク、染料マゼンタインク及び染料シアンインクを併用してテトラコンポジットブラッ
ク画像を形成した場合のイエロー成分、マゼンタ成分及びシアン成分の耐光性試験前後の
ＯＤ値変化の模式的説明図である。
【図４】本発明のインクジェット記録用インクセットの染料ブラックインク、染料イエロ
ーインク、染料マゼンタインク及び染料シアンインクを併用してテトラコンポジットブラ
ック画像を形成した場合のイエロー成分、マゼンタ成分及びシアン成分の耐光性試験前後
のＯＤ値の変化の模式的説明図である。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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